








































































































































して、第 18回世界医師会 (WMA)は 1964年6月、へルシンキでの総会で、人体実験法
に関する倫理綱領である本宣言を採択した。以後 1975年(東京)、 1983年(ベニス)、
1989年(九龍)、 1996年(サマーセットウエスト)、 2000年(エディンパラ)、 2002年












ジュネーブ宣言 Declarationof Geneva 
定義
ジュネーブで聞かれた 1948年の世界医師会 (WMA)総会で採択された医師の倫理規定。
いわば「ヒポクラテスの普い」の現代版
歴史的背景と経緯
第二次世界大戦後に行われた国際法廷で、ナチスの断種政策や人体実験に医師らが広
く関わっていたことが暴露され、ニュールンベルク綱領が 1947年に発表された。同年
に創設された世界医師会はこうした事態への深い反省から、古代ギリシャ由来の医師
の倫理規定「ヒポクラテスの誓い」を現代版に改訂する必要に迫られた。 1948年、
ジュネーブにおける第2回世界医師会総会で採択されたので「ジュネーブ宣言Jと称
される。後に 1968年シドニーで聞かれた第22回総会で修正された。
意義
「ヒポクラテスの誓い」の理念を踏まえつつも、この宣言には、医師として生涯にわた
り人類に奉仕すること、患者の健康を第ーに考慮すること、患者の秘密の厳守、国
籍・人種・宗教・社会的地位による差別の禁止、受胎の瞬間から人命を最大限に尊重
すること、脅迫されても人道に反して医学知識を用いないことなど、種々の点で現代
化が見られる。この宣言は 1949年の「医の倫理に関する国際規定Jや各国の医師倫理
規定に影響を及ぼした。
最後に
以上、医学研究における倫理指針の原則と云える、『ヘルシンキ宣言』の要約と背景
を報告した。詳細は、世界医師会、日本医師会報告を参照されたい。また、国の指針
は厚生労働省、文部科学省の公式ホームページを参考にされたい。
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